
    

し ん き んし ん き んし ん き んし ん き ん 景 況景 況景 況景 況 レレレレ ポ ーポ ーポ ーポ ー トトトト（（（（第第第第２２２２２２２２回回回回））））    
 ― 山口県内中小・零細企業の動向（平成２２年４～６月期）― 

【特別調査 中小企業が金融機関に期待すること】 
 

［［［［景況天気図景況天気図景況天気図景況天気図］］］］大雨大雨大雨大雨がががが続続続続くくくく    
    

時期 

地域 

21/10～12月 

期 実 績 

22/ 1～3月 

期 実 績 

22/ 4～6月 

期 実 績 

22/ 7～9月 

期 予 想 

山 口 県 ☂ ☂ ☂ ☂ 
業況判断 D.I. △51.2 △42.4 △35.7 △32.9 

うち西 部 地 域 ☂ ☂ ☂ ☂ 
業況判断 D.I. △47.3 △36.8 △27.6 △21.1 

中 部 地 域 ☂ ☂ ☂ ☂ 

業況判断 D.I. △62.5 △48.8 △42.5 △42.5  

北 部 地 域 ☂ ☂ ☂ ☂ 

業況判断 D.I. △65.2 △60.9 △50.0 △45.8 

東 部 地 域 ☂ ☂ ☂ ☂ 

 

業況判断 D.I. △44.1 △38.5 △35.8 △35.8 
景 況 
天気図 
の目安 

D.I.=D.I.=D.I.=D.I.=            △30.0    △30.0～   △10.0～  +10.0～    +30.0 
             未 満  △10.0 未満 +10.0 未満 +30.0 未満   以 上 

      低調    ☂     ☂     ☁     ☁      ☀  好調    

(大雨)  (小雨)   (曇り)    (晴れ)    (快晴) 

［［［［概況概況概況概況］］］］    

・  山口県内中小・零細企業の平成 22年４～６月期（今期）

の業況判断 D.I.は△35.7と、平成 22年１～３月期（前期）

の△42.4から 6.7ポイントの改善となったが、企業経営者

からみた県内景気は引き続き厳しいものとなっている。 

なお、平成 22年７～９月期（来期）については、△32.9

の見通しとなっている。 

・  今期の状態を景況天気図に置き換えると、山口県は「大

雨」模様が続いている。 

  業種別では、製造業（前期：△49.0 → 今期：△32.7）、

非製造業（前期：△40.4 → 今期：△36.7）とも改善とな

っている。 

 
―― このレポートは、山口県内に店舗網を構える信用金庫が、中小・零細企業を対象に行った平成 22年 4～6月期の景気の現状と平成 22年 7

～9月期の見通しに関する調査結果を取り纏めたものです（調査実施対象企業は 213社＜うち製造業 50社、非製造業 163社＞）。 

―― D.I.は、Diffusion Index の略で、「良い（または増加、上昇、楽）」と回答があった企業数の割合（％）から「悪い（または減少、下降、
苦しい）」と回答があった企業数の割合（％）を差し引いた値。 

―― 照会先 西中国信用金庫調査室 〒750-0016 下関市細江町一丁目１番８号 TEL.083-223-3632 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.nishichugoku.co.jp/ 

░░░░    ░░░░    ░░░░    ░░░░    

☀ 
░░░░    

 
    ░░░░    ░░░░    

░░░░    ░░░░░░░░    ░░░░    

░░░░    ░░░░    ░░░░    ░░░░    

░░░░    ░░░░    ░░░░    ░░░░    
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１１１１．．．．業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.    

（（（（１１１１））））山口県全域山口県全域山口県全域山口県全域（（（（全業種全業種全業種全業種））））        

-70

-60

-50

-40

-30

-20
21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

▽県内中小・零細企業の業況判断 D.I. 

業 種 21/10～12月期 

実  績 

22/1～3月期 

実  績 
4～6月期 

実  績 
7～9月期 

予  想 

全 業 種 △51.2 △42.4 △35.7 △32.9 

製 造 業 △58.8 △49.0 △32.7 △32.7 
非製造業 △48.7 △40.4 △36.7 △32.9 

建設業 △47.6 △23.3 △37.2 △37.2 

卸売業 △44.0 △50.0 △32.0 △28.0 

小売業 △57.6 △56.3 △41.2 △44.1 
ｻｰﾋﾞｽ業 △47.4 △46.2 △36.6 △29.3 

 

不動産業 △43.8 △25.0 △33.3 △13.3 
    

 

    

 

 

 

・ 山口県内中小山口県内中小山口県内中小山口県内中小・・・・零細企業零細企業零細企業零細企業のののの業業業業況判断況判断況判断況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（全業種全業種全業種全業種））））は、今期

は△35.7と前期の△42.4から 6.7ポイント、５期連続の改善と

なっている。 

業種別では、製造業の業況判断 D.I.が、食品、水産加工、半

導体・精密機械などを中心に 16.3ポイント改善している。 

非製造業では、建設業、不動産業が下降となったものの、卸

売業、小売業、サービス業の上昇から 3.7 ポイントの改善とな

っている。 

この間、販売価格判断 D.I.から仕入れ価格判断 D.I.を差し引

いた「交易条件指数」の推移をみると、仕入価格ＤＩの悪化（上

昇超幅拡大）から、前期縮小したマイナス幅が再び拡大してお

り（前々回：△28.5 → 前回：△24.4 → 今回：△35.8）、企業

の収益環境は引き続き厳しいものがある。 

 

・ 来期の業況判断ＤＩは、△32.9と６期連続の改善見通しとな

っている。 

  業種別では、製造業が今期と同じＤＩ水準を予想し、非製造

業はサービス業、不動産業などを中心に小幅な改善予想となっ

ている。 

 

 

△48.5 

 
（山口県）△42.4 

 
△47.3 （山口県）△51.2 

（山口県）△35.7 
（山口県）△32.9 

 

△39.7 
 
△37.3 
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（（（（２２２２））））地域別地域別地域別地域別（（（（全業種全業種全業種全業種））））    

-90

-70

-50

-30

-10

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 西部 中部 北部 東部

        
 21/10～12月期 

実 績 
22/1～3月期 

実 績 
4～6月期 
実 績 

7～9月期 
予 想 

山 口 県 △51.2 △42.4 △35.7 △32.9 
西 部 △47.3 △36.8 △27.6 △21.1 
中 部 △62.5 △48.8 △42.5 △42.5 
北 部 △65.2 △60.9 △50.0 △45.8 

 

東 部 △44.1 △38.5 △35.8 △35.8 

    

（（（（３３３３））））地域別地域別地域別地域別にみたにみたにみたにみた特徴点特徴点特徴点特徴点（（（（全業種全業種全業種全業種））））    

①①①①西部地域西部地域西部地域西部地域（（（（下関市下関市下関市下関市、、、、宇部市宇部市宇部市宇部市、、、、山陽小野田市山陽小野田市山陽小野田市山陽小野田市とそのとそのとそのとその周辺地域周辺地域周辺地域周辺地域））））    

-80

-60

-40

-20

0

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

西部 下関 宇部・山陽小野田 山口県

    
 21/10～12月期 

実 績 
22/1～3月期 

実 績 
4～6月期 
実 績 

7～9月期 
予 想 

西  部 △47.3 △36.8 △27.6 △21.1 
下  関 △36.4 △31.8 △31.8 △29.5  

宇部・小野田 △63.3 △43.8 △21.9  △9.4 
山 口 県 △51.2 △42.4 △35.7 △32.9     

 

・ 今期今期今期今期のののの業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.をををを地域別地域別地域別地域別にやや詳しくみると以下のとお

り。 

今期の業況判断を地域毎にみると、西部地域以下全ての地域

が改善を示しているが、なお約５割の先が「業況が悪い」とし

ている。 
 

・ まず山口県西部地域山口県西部地域山口県西部地域山口県西部地域のののの業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I. は、今期は△27.6 と前

期の△36.8から 9.2ポイント改善した後、来期は△21.1まで改

善することが見込まれている。 

今期は、製造業の業況判断 D.I.が食品、機械などの改善を主

因に改善（前期△45.5 → 今期△31.8）が続き、非製造業も卸

売業、小売業を中心に改善(前期△33.3 → 今期△25.9）してい

る。 

・ 地域別にみると、下関地域は製造業が改善しているものの、

非製造業が小幅な悪化となり、全体としては前期と同水準とな

っている。 

  宇部・小野田地域では、製造業、非製造業ともに大幅な改善

となっている。 

・ 来期は、製造業が横ばいとなるものの、非製造業で改善が続

くことが見込まれている。 
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②②②②中部地域中部地域中部地域中部地域（（（（山口市山口市山口市山口市、、、、防府市防府市防府市防府市およびそのおよびそのおよびそのおよびその周辺地域周辺地域周辺地域周辺地域））））    

-100

-80

-60

-40

-20

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

中部 山口 防府 山口県

    

 21/10～12月期 
実 績 

22/1～3月期 
実 績 

4～6月期 
実 績 

7～9月期 
予 想 

中 部 △62.5 △48.8 △42.5 △42.5 

山  口 △53.8 △33.3 △38.5 △34.6  

防  府 △78.6 △78.6 △50.0 △57.1 

山 口 県 △51.2 △42.4 △35.7 △32.9 

    

③③③③北部地域北部地域北部地域北部地域（（（（萩市萩市萩市萩市、、、、長門市長門市長門市長門市およびそのおよびそのおよびそのおよびその周辺地域周辺地域周辺地域周辺地域））））    

-85

-65

-45

-25

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

北部 山口県

    

 

・ 次に山口県中部地域山口県中部地域山口県中部地域山口県中部地域のののの業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.は、今期は△42.5と前期 

の△48.8から 6.3ポイント改善しており、来期は△42.5と横ば

いで推移する見通しにある。 

今期は、製造業の業況判断 D.I.が、水準は低いものの改善を

続け（前期△58.3 → 今期△50.0）、非製造業も卸売、サービス

を中心に改善(前期△44.8 → 今期△39.3）している。 

・ 地域別にみると、山口地域では小幅な悪化となっている。自

動車が高めの操業となっている防府地域では、製造、非製造業

ともに改善しているが、業況判断 D.I.はなお低いレベルに止ま

っている。 

・ 来期については、山口地域が非製造業での改善が見込まれ、

防府地域では悪化見込みとなっている。 

    

・ 山口県北部地域山口県北部地域山口県北部地域山口県北部地域のののの業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.をみると、今期は△50.0と水 

    産加工など製造業の改善を主因に前期の△60.9 から 10.9 ポイ

ント改善している。 

来期はサービスなど非製造業を中心に△45.8 と改善が続く

と見込まれている。 

  因みに、「平成２１年山口県観光客動態調査」によると、萩・

長門地域を含む北部地域では、年間観光客が 3,562 千人と前年

を 6.4％下回り、宿泊数も 11.3％下回る 935千人であった。 

 

 

 
 

△35.7 

（北部）△45.8 

 △32.9 

（北部）△50.0 
 

（北部）△60.9 
（北部）△65.2 

△42.4 
△51.2 
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④④④④東部地域東部地域東部地域東部地域（（（（岩国市岩国市岩国市岩国市、、、、柳井市柳井市柳井市柳井市、、、、周南市周南市周南市周南市およびそのおよびそのおよびそのおよびその周辺地域周辺地域周辺地域周辺地域））））    

-80

-60

-40

-20

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

東部 岩国 柳井 周南 山口県

    
 21/10～12月期 

実 績 
22/1～3月期 

実 績 
4～6月期 
実 績 

7～9月期 
予 想 

東 部 △44.1 △38.5 △35.8 △35.8 
岩 国 △30.8 △44.0 △36.0 △20.0 

柳 井 △37.5 △42.9 △40.0 △46.7 

 

周 南 △61.5 △30.8 △33.3 △44.4 

山 口 県 △51.2 △42.4 △35.7 △32.9 

 

（（（（４４４４））））業種別業種別業種別業種別のののの業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.    

①①①①製造業製造業製造業製造業 

-70

-50

-30

-10

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

    

 

・ 山口県東部地域山口県東部地域山口県東部地域山口県東部地域のののの業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.は、今期は△35.8と、前期の

△38.5から 2.7ポイント改善し、来期は今期と同じ△35.8なる

ことが見込まれている。 

今期の東部地域では、製造業が大幅な改善（前期：△33.3 → 

今期：△22.2）を示すとともに、非製造業でも小幅な改善（前

期：△39.3 → 今期：△37.9）となっている。 

地域別にみると、岩国地域では非製造業の寄与から改善とな

り、柳井地区でも製造業の改善から、小幅ながら改善となって

いる。 

周南地域では、製造業の悪化から小幅な悪化となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・ 県全体県全体県全体県全体のののの業況判断業況判断業況判断業況判断 D.I.D.I.D.I.D.I.をををを業種別業種別業種別業種別にみると、製造業製造業製造業製造業では、今期

は△32.7と前期（△49.0）から 16.3ポイント改善している。 

やや詳細にみると、半導体・精密機器（前期：△40 → 今期：

＋60）がプラスに転じたほか、食品（前期：△44→ 今期：△

22）、水産加工（前期：△62 → 今期：△33）など多くの業種

で改善している。 

来期は、△32.7と今期と同水準で推移すると見込まれている。 

 

 

 

 

(山口県)△49.0 

 
△47.0 

(山口県)△32.7 

 

△36.0 

 

△49.7 

△32.5 

(山口県)△58.8 

(山口県)△32.7 
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②②②②非製造業非製造業非製造業非製造業    

-70

-50

-30

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

    

    

  ②②②②－－－－①①①①建設建設建設建設業業業業    

-70

-60

-50

-40

-30

-20

-10
21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

 

 

 

・ 非製造業非製造業非製造業非製造業の業況判断 D.I.は、今期は△36.7と、前期の△40.4

から 3.7ポイント改善している。 

今期は、建設業（前期△23.3 →今期 △37.2）、不動産業（前

期△25.0 →今期 △33.3）が悪化しているものの、卸売業（△

50.0 → △32.0）、小売業（△56.3 → △41.2）、サービス業（△

46.2 → △36.6）が改善している。 

 来期は△32.9と、卸売業、サービスなどを中心に改善が見込

まれている。 

 

 

・ 建設業建設業建設業建設業の業況判断 D.I. は、前期の△23.3 から今期は△37.2

と悪化し、来期は△37.2と今期と同水準での推移が見込まれて

いる。 

この間、価格に関する判断からみると、請負価格判断 D.I. は

△26.2（前期：△23.3）とやや悪化し、原材料価格判断 D.I. も

+25.6（前期：+16.3）と上昇超幅が拡大して、収益面では一層

厳しくなっていることがうかがえる。 

因みに、山口県の平成 22 年度予算をみると、公共事業関係

費は前年度比 17.7％減の 908 億円、県下 19市町の予算におけ

る投資的経費は前年度比 9.1%減の 705 億円となっている。ま

た、山口県のこのところの建築着工床面積、新設住宅着工戸数

は前年を大きく下回って推移している。 

 

△41.1 

 

△47.4 
△41.6 

(山口県)△47.6 

(山口県)△36.7 

(山口県)△23.3 

(山口県)△32.9 

△42.0 

(山口県)△48.7 

△39.8 

△37.7 

(山口県)△37.2 (山口県)△37.2 

△47.8 
(山口県)△40.4 

 

△39.4 
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 ②②②②－－－－②②②②卸売業卸売業卸売業卸売業    

-80

-60

-40

-20

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 ７～9月期予想

山口県 全国

 

 

  ②②②②－－－－③③③③小売小売小売小売業業業業    

-70

-50

-30
21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

 

 

 

・ 卸売業卸売業卸売業卸売業では、今期の業況判断 D.I.は△32.0と、前期（△50.0）

から 18 ポイント改善した後、来期は△28.0 となることが見込

まれている。 

  この間、卸売業の販売価格 D.I.をみると、△4.0（前期：△15.4）

と販売価格の下降に歯止めがかかりつつあるものの、仕入価格

ＤＩは＋24.0（前期：△11.5）と６期ぶりに上昇超に転じてお

り、収益環境の厳しさが増している。 

 

・     小売業小売業小売業小売業では、今期の業況判断 D.I.は△41.2と前期の△56.3か 

ら 15.1 ポイント改善となり、来期は△44.1 の見通しになって

いる。 

   この間、小売業の販売価格 D.I.をみると、△2.9（前期：△25.0）

と販売価格の下降に歯止めがかかりつつあるものの、仕入価格

ＤＩは＋8.8（前期△9.4）と上昇超に転じており、収益環境に

は引き続き厳しさがある。 

   また、個人消費に関連する賃金の動向を、「山口県の賃金、労

働時間及び雇用の動き」からみると、このところ小規模事業所

を中心にマイナス推移しており、厳しさがうかがえる。 

▽賃金の前年同月比 

 年  月 H21/12 H22/1 2 3 4 

  -11.8% - 3.3% -1.2% -1.2% -2.5% 

 うち 30人以上 -9.4% -2.3% -0.7% -0.7% -0.1%  

 

△42.6 

(山口県)△32.0 

 

△47.5 

(山口県)△44.1 

△47.0 

△37.2 

(山口県)△28.0 

△53.5 

△52.6 

 

△55.4 

(山口県)△44.0 

(山口県)△57.6 

 
△51.5 

(山口県)△56.3 

(山口県)△41.2 

 

(山口県)△50.0 

5人以上の全事業所 
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   ②②②②－－－－④④④④サービスサービスサービスサービス業業業業    

-80

-60

-40

-20
21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

 

  ②②②②－－－－⑤⑤⑤⑤不動産不動産不動産不動産業業業業    

-70

-50

-30

-10

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

 

 

 

 

・     サービスサービスサービスサービス業業業業の業況判断 D.I.をみると、今期は△36.6と前期

の△46.2から 9.6ポイント改善した後、来期も引き続き△29.3

まで改善する見込みとなっている。 

            この間、サービス業の売上高ＤＩをみると、＋4.9(前期： 

△46.2)と１０期ぶりに増加超となっている。 

    ホテル、飲食関係では、宿泊客の減少と単価の低下から厳し

い業況判断となっている。 

 因みに、「山口県観光客動態調査」によると、平成２１年に

おける山口県の観光客は 24,332千人で、前年に比べ、182千

人の減少（△0.7％）となっている。うち宿泊者数は 3,176千

人で前年に比べ 8.6％、298千人減少している。 

 

・     不動産業不動産業不動産業不動産業の業況判断 D.I.は、今期は△33.3と前期の△25.0 

から 8.3 ポイント悪化した後、来期は△13.3 となる見通しに

ある。 

この間、前期＋6.3 であった収益ＤＩは今期△26.7 と再び

マイナスとなっている。 

因みに、７月に発表された 2010 年分の路線価をみると、山

口県内ではＪＲ新山口駅前の商業地が前年比で横ばいとなっ

たのを除くと下落の傾向が続いており、県平均では▲5.0％と

１２年連続の下落となっている。 

 

 

△40.7 

(山口県)△13.3 

△40.4 

 
△26.2 

(山口県)△29.3 

(山口県)△33.3 

△47.9 
(山口県)△47.4 

△45.5 

△42.1 

(山口県)△25.0 

(山口県)△43.8 

 

(山口県)△46.2 

(山口県)△36.6 

△36.6 
△29.7 
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２２２２．．．．項目別項目別項目別項目別のののの動向動向動向動向    

（（（（１１１１））））売上売上売上売上額額額額 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（全全全全業業業業種種種種））））    

-60

-40

-20

0
21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

 

（（（（２２２２））））収益収益収益収益 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（全全全全業業業業種種種種））））    

-60

-40

-20

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6期実績 7～9月期予想

山口県 全国

 

    

    

 

・ 今期今期今期今期のののの売上額売上額売上額売上額 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（前期前期前期前期＜＜＜＜2222～～～～3333 月前月前月前月前＞＞＞＞とのとのとのとの比較比較比較比較））））は△21.3

と、前期（△33.7）を 12.4 ポイント上回り、来期は△16.0 と

見込まれている。 

今期は、製造業（△32.7 → △12.2）で 20.5ポイントと大幅 

に改善している。非製造業（△34.0 → △24.1）では、建設業、 

不動産業が悪化し、卸売業・小売業・サービス業で改善してい 

る。 

 

 

・・・・    収益収益収益収益 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（前期前期前期前期＜＜＜＜2222～～～～3333 月前月前月前月前＞＞＞＞とのとのとのとの比較比較比較比較））））は、今期は△26.6 

と、前期（△31.7）より 5.1ポイント上回り、来期は△18.0と 

引き続き改善が見込まれている。売上額の減少が続く中で、引 

き続きコスト負担は大きいものがある。 

業種別にみると、製造業（△26.5→△22.4) で 4.1ポイント 

改善している。非製造業では、小売業（△53.1 → △38.2）、サ 

ービス業（△28.2 → △9.8）、建設業（△37.2 → △34.9）、卸 

売業（△34.6 → △32.0）が改善している。一方、前期「増加 

超」だった不動産業（＋6.3 → △26.7）は再び「減少超」に転 

じている。 

 

 

△23.7 

(山口県)△18.0 
(山口県)△24.2 

(山口県)△16.0 
(山口県)△25.1 

(山口県)△31.7 

△29.6 

 

(山口県)△21.3 

(山口県)△26.6 

△39.7 
△33.3 

(山口県)△33.7 

△38.7 

△27.8 
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（（（（３３３３））））設備投資判断設備投資判断設備投資判断設備投資判断 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（全業種全業種全業種全業種））））    

-20

0

20

40

60

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 設備投資実施企業割合

 

（（（（４４４４））））雇用判断雇用判断雇用判断雇用判断 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（全業種全業種全業種全業種））））    

-10

0

10

20

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

    

（（（（５５５５））））資金繰資金繰資金繰資金繰りりりり判断判断判断判断 D.I.D.I.D.I.D.I.（（（（全全全全業業業業種種種種））））    

-50

-30

-10

21/10～12月期実績 22/1～3月期実績 4～6月期実績 7～9月期予想

山口県 全国

    

    

・・・・    設備投資設備投資設備投資設備投資動向動向動向動向にににに関関関関するするするする判断判断判断判断 D.I.D.I.D.I.D.I.をみると、各企業が設備更新 

に慎重姿勢を示していることを反映して、今期は不足感がやや 

後退（前期：△ 9.2 → 今期：△5.8）し、来期は△5.4の見通 

しにある。 

業種別にみると、製造業（0.0 → ＋2.0）では過剰感がやや 

 強まり、非製造業（△12.6 → △8.6）では前期より不足感が緩 

和している。 

こうした状況下、設備投資実施企業の割合をみると、前期の

31.8%から、今期は 35.2%と増加しており、来期は 24.4%の見 

込みとなっている。 
 

・     雇用判断雇用判断雇用判断雇用判断 D.I.D.I.D.I.D.I.によって、従業員の過・不足の状況をみると、

今期は△5.3と前期の△3.0からやや不足感が強まり、来期は△ 

4.9となっている。 

今期の雇用判断 D.I.を業種別にみると、製造業（前期：+10.2 

 → 今期：＋10.2）での過剰感は変らず、一方、非製造業（前

期：△7.1 →今期：△10.2）で、前期よりもやや不足感が強ま

っている。 
 
 

・ 資金繰資金繰資金繰資金繰りりりり判断判断判断判断 D.I.D.I.D.I.D.I.をみると、今期は△26.6と前期（△33.2）

からやや改善し、来期は△30.6と見込まれている。 

今期の資金繰り判断ＤＩを業種別にみると、製造業（前期：

△38.8 → 今期：△14.3）、非製造業（前期：△31.4 → 今期：

△30.4）とも改善している。 

 

 

 

+3.3 
+3.5 

△9.2 

(24.4%) 
(35.2%) 

(山口県)+1.0 

△5.8 

(山口県)△3.0 

△5.4 

(山口県)△4.9 

 
△28.1 

(28.2%) 

(山口県)△30.6 

△7.5 

(山口県)△5.3 

(山口県)△38.8 

(31.8 %) 

+3.4 

△28.5 

(山口県)△26.6 
(山口県)△33.2 

△24.5 
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３３３３．．．．経営上経営上経営上経営上のののの問題点問題点問題点問題点    

（複数回答） 

 製造業 卸売業 小売業 ｻｰﾋﾞｽ業 建設業 不動産業 

１位 
売上の停

滞・減少 
売上の停

滞・減少 
売上の停

滞・減少 
売上の停

滞・減少 
売上の停

滞・減少 
同業者間の

競争の激化 

２位 利幅の縮小 
同業者間の

競争の激化 

同業者間の

競争の激化 
大型店舗進出 

同業者間の

競争の激化 

同業者間の

競争の激化 
利幅の縮小 

利幅の縮小 

３位 原材料高 
小口注文 
の増加 

利幅の縮小 利幅の縮小 人件費の増加 
売上の停

滞・減少 

４位 
同業者間の

競争の激化 
利幅の縮小 

集客力の 
低下 

料金値下要請 地場産業衰退 人件費の増加 

５位 
販売先の 
値下げ要請 

流通経路変化 
販売商品不足 

取引先減少等 
商圏人口減 

商圏人口減 
地場産業衰退 

技術不足 
人手不足 

材料値上等 

商品物件不足 
大手との競争 

 
・ 経営上の問題点をみると、製造業、卸売業、小売業、サービス 

業、建設業では「売上の停滞・減少」が、また不動産業では「 

同業者間の競争の激化」が最大の課題としている。次いで、第２ 

位は卸売業、小売業、サービス業、建設業の４業種で「同業者間 

の競争の激化」となり、製造業、建設業、不動産業では「利幅 

の縮小」、小売業では「大型店舗の進出」となっている。製造業 

では原材料高が第３位に上がってきている。 

全体的にはデフレの状況が続く中、経営環境の厳しさが現れて 

いる結果となっている。 

 

４４４４．．．．当面当面当面当面のののの重点経営施策重点経営施策重点経営施策重点経営施策    

（複数回答） 

 製造業 卸売業 小売業 ｻｰﾋﾞｽ業 建設業 不動産業 

１位 経費節減 販路拡大 経費節減 経費節減 経費節減 
情報力の 
強化 

２位 販路拡大 経費節減 
商品構成 
の見直し 

販路拡大 販路拡大 販路拡大 

３位 
製品開発

力の強化 
情報力の 
強化 

教育訓練 
の強化 

人材確保 
技術力の

強化 
経費節減 

 

・ 当面の重点経営施策として第１位は、経営上の問題点で示さ 

 れたように、売上の停滞・減少が続く中で、製造業・小売業・ 

サービス業・建設業では「経費節減」となっている。また、卸 

売業は「販路拡大」、不動産業では「情報力の強化」が最重点と 

している。 

  第２位は、製造業・サービス業・建設業・不動産業の４業種 

で「販路拡大」、卸売業では「経費節減」、小売業では「商品構 

成の見直し」となりっており、需要喚起と収益確保に最優先で 

取り組もうとしている様子がうかがえる結果となっている。 
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主主主主    要要要要    経経経経    済済済済    指指指指    標標標標（（（（１１１１／／／／２２２２））））    
（山 口 県）                                                  Pは速報 

 人口（年度は 鉱工業 電灯・電力総需要 建 築 物 着 工 新設住宅着工 公共工事請負 通関実績（億円） 

年・月 10/1日現在） 生産指数 （百万 KWｈ） うち大口  床面積（千㎡） 戸数（戸） 金額（億円） 輸出  輸入  

 （千人） 前年比 17年=100  前年比 電力需要 前年比  前年比  前年比  前年比  前年比  前年比 

 

19年度 

 

1,474 

% 

-0.6 

季調済 

102.1 

 

13,313 

% 

2.6 

 

6,288 

% 

2.9 

 

1,634 

% 

-8.9 

 

9,217 

% 

-19.0 

 

1,754 

% 

-11.0 

 

21,222 

% 

11.7 

 

17,679 

% 

17.3 

20年度 1,465 -0.6 92.2 12,666 -4.9 5,679 -9.7 1,392 -14.8 8,847 -4.0 1,731 -1.3 18,205 -14.2 16,530 -6.5 

21年度 1,457 -0.5 89.5 12,151 -4.1 5,365 -5.5 1,032 -25.8 6,756 -23.6 1.941 12.1 15,758 -13.4 11,642 -29.6 

22. 1 

2  

3 

4 

5 

1,456 

1,455 

1,454 

1,450 

1,451 

-0.6 

-0.5 

-0.5 

-0.5 

-0.6 

92.7 

93.6 

93.7 

99.6 

 

1,169 

1,082 

1,048 

1,075 

1,014 

11.4 

10.6 

9.7 

17.1 

14.4 

473 

446 

480 

480 

493 

26.8 

36.8 

37.7 

30.9 

24.5 

88 

80 

83 

72 

66 

-49.7 

-17.2 

-10.7 

-7.7 

-10.4 

589 

594 

454 

403 

511 

-11.3 

0.5 

-17.9 

-20.4 

-20.5 

115 

149 

207 

84 

80 

-29.3 

-0.5 

19.0 

-35.8 

70.9 

1,283 

1,357 

1,690 

1,643 

1,580 

70.0 

51.0 

53.7 

48.3 

52.6 

1,101 

838 

1,114 

1,384 

1,063 

22.2 

34.8 

29.9 

55.5 

31.5 

（全   国） 
 人口（年度は 鉱工業 電灯・電力総需要 建 築 物 着 工 新設住宅着工 公共工事請負 通関実績（億円） 

年・月 10/1日現在） 生産指数 （百万 KWｈ） うち大口  床面積（千㎡） 戸数（千戸） 金額（億円） 輸出  輸入  

 （万人） 前年比 17年=100  前年比 電力需要 前年比  前年比  前年比  前年比  前年比  前年比 

 
19年度 

 
12,777 

% 

0.0 
季調済 

108.1 
 

912,053 
% 

3.4 
 

298,396 
% 

4.2 
 

157,222 
% 

-16.2 
 

1,036 
% 

-19.4 
 

117,818 
% 

-4.1 
 

851,134 
% 

9.9 
 

749,581 
% 

9.4 

20年度 12,769 -0.1 94.4 881,459 -3.4 280,688 -5.9 151,393 -3.7 1,039 0.4 117,951 0.1 711,456 -16.4 719,104 -4.1 

21年度 12,751 -0.1 86.0 851,038 -3.5 259,989 -7.4 113,196 -25.2 775 -25.4 123,776 4.9 590,126 -17.1 537,807 -25.2 

22. 1 

2 

3 

4 

5 

P12,747 

P12,743 

P12,738 

P12,739 

P12,736 

-0.1 

-0.1 

-0.1 

-0.1 

-0.1 

94.3 

93.7 

94.8 

96.0 

80,850 

76,207 

72,785 

73,654 

68,867 

4.6 

5.5 

6.1 

8.5 

6.7 

21,504 

21,159 

22,760 

22,228 

22,463 

10.8 

17.7 

20.0 

15.2 

12.4 

8,970 

8,641 

10,366 

9,905 

9,265 

-14.4 

-11.8 

3.7 

5.0 

5.0 

65 

57 

65 

67 

60 

-8.1 

-9.3 

-2.4 

0.6 

-4.6 

5,791 

5,790 

13,411 

13,278 

7,402 

-3.8 

-8.8 

-16.0 

-0.1 

-5.9 

49,016 

51,279 

60,036 

58,879 

53,098 

40.8 

45.3 

43.5 

40.4 

32.1 

48,406 

44,806 

50,516 

51,474 

49,889 

9.1 

29.5 

20.6 

24.2 

33.4 

      

出所 山口県統計分析課「山口県主要経済指標」ほかから 



 - 13 - 

主主主主    要要要要    経経経経    済済済済    指指指指    標標標標（（（（２２２２／／／／２２２２））））    
（山 口 県） 

 乗用車新車登録 山口宇部空港 企業倒産 有効求人 雇用保険受給者 個人消費関連 

年・月 台数（台：含軽） 利用状況（人） 件数  金額（百万円） 倍率 実人員（所定内 百貨店 スーパー 家電量販店 

  前年比  前年比  前年比  前年比 （倍） 給付） 前年比 (百万円) 前年比 (百万円) 前年比 （百万円） 前年比 

 

19年度 

 

65,232 

% 

-4.2 

 

886,817 

% 

-1.8 

 

89 

% 

-18.3 

 

27,596 

% 

3.2 

季調値 

1.06 

人 

6,590 

% 

-5.6 

 

41,146 

% 

-2.3 

 

126,884 

% 

0.1 

 

54,538 

% 

1.5 

20年度 58,761 -9.9 850,052 -4.1 122 37.1 41,477 50.3  0.93 7,090 7.6 38,571 -6.3 129,777 2.3 54,361 -0.3 

21年度 63,871 8.7 768,916 -9.5 98 -19.7 28,528 -31.2 0.55 9,264 30.7 35,486 -8.0 125,406 -3.4 56,609 4.1 

22. 1 

2 

3 

4 

5 

5,124 

6,238 

8,704 

4,401 

4,585 

16.9 

25.6 

20.0 

18.7 

17.6 

58,639 

55,566 

68,545 

58,338 

65,657 

-6.5 

-1.8 

-6.0 

3.8 

2.2 

4 

9 

10 

10 

5 

-60.0 

0.0 

0.0 

11.1 

-37.5 

620 

2,410 

852 

2,257 

870 

-88.5 

2.3 

-64.9 

3.8 

67.3 

0.55 

0.57 

0.59 

0.59 

0.59 

7,664 

7,434 

7,258 

6,804 

6,933 

5.3 

-10.0 

-22.7 

-30.9 

-32.9 

3,117 

2,408 

2,812 

2,591 

-6.4 

-9.3 

-9.5 

-6.7 

11,155 

9,169 

9,975 

10,057 

-2.1 

-3.0 

-1.6 

1.6 

5,078 

3,876 

5,938 

P4,210 

11.8 

9.5 

19.8 

11.8 

（全   国） 
 乗用車新車登録  企業倒産 有効求人 雇用保険受給者 個人消費関連 

年・月 台数（千台：含軽）  件数  金額（億円） 倍率 実人員（所定内 百貨店 スーパー コンビニ 

  前年比    前年比  前年比 （倍） 給付） 前年比 (億円) 前年比 (億円) 前年比 （億円） 前年比 
 

19年度 
 

4,395 
% 

-13.1 
 
 

 
 

 
14,366 

% 
7.7 

 
57,955 

% 
6.4 

季調値 
1.02 

千人 
567 

% 
-2.8 

 
84,287 

% 
-2.1 

 
128,238 

% 
2.1 

 
75,161 

% 
1.3 

20年度 3,909 -11.1   16,146 12.4 140,189 2.4倍 0.77 607 7.1 78,442 -6.9 128,1 -0.1 80,556 7.2 

21年度 4,175 6.8   14,732 -8.8 7,137 -49.1 0.45 855 40.9 70,546 -10.1 125,126 -2.4 79,383 -1.5 

22. 1 

2 

3 

4 

5 

320 

396 

580 

298 

301 

24.9 

21.9 

25.2 

26.4 

23.0 

  1,063 

1,090 

1,314 

1,154 

1,021 

-21.8 

-17.2 

-14.5 

-13.2 

-15.1 

26,032 

4,388 

3,109 

2,700 

3,313 

3.1倍 

-64.2 

-71.1 

-48.2 

-38.6 

0.46 

0.47 

0.49 

0.48 

0.50 

731 

703 

696 

678 

670 

18.1 

1.4 

-12.3 

-23.1 

-28.7 

6,209 

4,763 

5,915 

5,276 

-7.4 

-7.4 

-5.6 

-6.0 

10,938 

9,260 

9,916 

10,187 

-3.7 

-1.2 

-3.2 

-1.5 

6,199 

5,777 

6,525 

6,438 

-2.5 

-1.8 

-2.4 

-1.2 

      

出所 山口県統計分析課「山口県主要経済指標」ほかから 
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特別調査特別調査特別調査特別調査    「中小企業が金融機関に期待すること」（山口県内中小・零細企業１２３社に対するアンケート調査結果から） 
 

厳しい経営環境が続く中で、融資姿勢については、資金供給の安定性が最も期待されているとともに、担保

や保証に過度に依存せず、多面的な企業価値を評価した融資（目利き力に基づく融資）への期待が高くなって

いる。また、取引継続上の役割としては、情報提供と財務・業務改善にかかるコンサルタント機能が期待され

ている。現実の相談先としては、公認会計士・税理士、中小企業支援センター等が多くなっており、金融機関

としても一層の努力が求められているといえる。 

 

１．融資姿勢についての取組みの期待 

 融資姿勢で期待することについては、「資金供

給の安定性」が 36.6％で最も多くなっており、

続いて「担保に過度に依存しない融資」、「目効

き力に基づく融資」が 25.2％の同率で並んでい

る、 

 第３位は、同率（22.0%）で「プロパー融資」、

「保証に過度に依存しない融資」なっている。 0 10 20 30 40

保証協会貸付・制度融資

プロパー融資

新規融資・創業融資

資金供給の安定性

担保に依存しない融資

保証に依存しない融資

決算書に頼らない融資

融資条件変更

審査期間の短縮化

特になし
山口県 全国

 

２．継続的な関係維持の役割・期待度 

  渉外担当者等に期待する役割・行動について

は「領域を問わない情報提供」が 54.5％と過半

数となり最も多く、続いて「財務改善の提言を

するコンサルタント」（30.9％）「事業や業務改

善の提言をするコンサルタント」（26.8％）とな

っており、情報面、経営コンサルタント的役割

への期待が高い。 0 10 20 30 40 50 60

金融商品のプロ

資金コンサルタント

財務改善のコンサルタント

事業・業務改善のコンサルタント

経営者の悩み聴き手

領域を問わない情報提供者

他社・地域とのコーディネータ

細やかなサービス提供

商材の紹介等

その他
山口県 全国

 

(%) 

 

(%) 
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３．インターネットバンキングの利用状況 

インターネットバンキングについては、44％

の先で利用されている。 

利用している理由としては「窓口等に行かな

くてよい」が最も多く（29.3%）、逆に利用しな

い理由としては、「取引は対面で行いたい」

（16.3%）、「利用のメリットを感じない」（14.6%）

が多くなっている。 0 10 20 30 40

窓口・ＡＴＭに行かなくてよい

時間を気にせず取引

有利な条件で取引

取引先の要望

インターネット接続してない

セキュリティに不安

取引は対面でしたい

利用できる人がいない

利用コスト高い

利用するメリット感じない
山口県 全国

 

４．経営面での相談相手の活用 

地域金融機関以外の経営面での相談相手につ

いては、「公認会計士・税理士」が 60.2％で最も

多くなっており、以下「中小企業支援センター」

（15.4%）、「商工会議所・商工会」（14.6%）、「仕

入先・販売先」（14.6%）、「中小企業診断士等経

営コンサルタント」（12.2%）となっている。 
0 10 20 30 40 50 60 70

中小企業支援センター

商工会議所・商工会

各自治体の経営相談所

同業者団体

中小企業診断士等経営コンサルタント

公認会計士・税理士

仕入先・販売先 の経営相談等

メガバンク

地元政治家

その他
山口県 全国

 

５．ゆうちょ銀行の業務拡大への対応 

  ゆうちょ銀行が業務を拡大した場合の対応に

ついてうかがうと、預入限度額の引上げに対し

ては、「もともと預け入れはなく今後も使わな

い」が 47.2％と最も多く、各種ローンについて

も「使うつもりがない」が 48.8％と半数近くを

占めている。 0 10 20 30 40 50 60 70

民間より安心のため

預金金利が高い

変えるつもりなし

預入額減らす

今後も使わない

政府に近い銀行だから使う

金利が低いから使う

保証・担保の条件が良ければ

集金・相談などサービスが良ければ

使うつもりなし

山口県 全国

 

 

(%) 

(%) 

(%) 


